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第
10
回
神
田
雪
だ
る
ま
コ
ン
テ
ス
ト

嬬
恋
賞
授
賞
！

平
成
23
年
1
月
14
日
（
金
）
～
16
日
（
日
）
に
開

催
さ
れ
た
第
10
回
神
田
小
川
町
雪
だ
る
ま
フ
ェ
ア
の

「
雪
だ
る
ま
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
東
京
家
政
学
院
大

学
か
ら
参
加
し
た
２
チ
ー
ム
が
そ
ろ
っ
て
特
別
賞
の

「
嬬
恋
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

神
田
雪
だ
る
ま
フ
ェ
ア
は
、
千
代
田
区
神
田
小
川

町
の
５
商
店
街
が
主
催
し
、
千
代
田
区
、
千
代
田
区

観
光
協
会
、
千
代
田
区
商
店
街
連
合
会
な
ど
が
後
援

し
、
群
馬
県
嬬
恋
村
と
提
携
し
て
嬬
恋
村
か
ら
約
70

ト
ン
の
雪
を
運
び
込
ん
で
実
施
さ
れ
て
い
る
行
事
。

雪
だ
る
ま
は
縦
１
ｍ
、
横
１
ｍ
、
高
さ
２
ｍ
の
雪
の

塊
を
削
っ
て
作
成
す
る
も
の
で
、
毎
年
芸
術
的
な
作

品
や
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

嬬
恋
賞
を
受
賞
し
た
チ
ー
ム
は
家
政
学
科
３
年
生

の
「
王
下
七
武
海
」
チ
ー
ム
（
作
品
名
は
「
チ
ョ
ッ

パ
ー
」）
と
、
現
代
家
政
学
科
１
年
生
の
「
88
ガ
ー

ル
ズ
」
チ
ー
ム
（
作
品
名
は
「
お
米
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
」）。

昨
年
ま
で
は
短
期
大
学
の
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
２

年
連
続
で
嬬
恋
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
今
年
で
３
年

連
続
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
卒
業
式
（
大
学
・
大
学
院
）

の
中
止
に
つ
い
て

平
成
22
年
度
の
大
学
卒
業
式
及
び
大
学
院
修
了
式

は
３
月
18
日
（
金
）
に
大
江
ス
ミ
記
念
ホ
ー
ル
で
予

定
し
て
い
ま
し
た
が
、
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
（
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
）
の
影
響
に

よ
り
、
大
変
残
念
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
中
止
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
災
害
の
影
響
を
受
け

た
皆
様
に
、
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
に
、
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。
な
お
、
大
学
か
ら
卒
業
生
に
は
個
別
に
連
絡
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
大
学
で
は

今
回
の
震
災
の
義
捐
金
の
募
集
や
、
被
災
地
か
ら
の

受
験
生
及
び
在
学
生
の
被
災
者
に
対
す
る
学
納
金
等

支
援
措
置
に
つ
い
て
行
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
大
学
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
22
年
度
修
士
論
文
並
び
に

卒
業
研
究
発
表
会

大
学
院
で
は
、
平
成
22
年
度
大
学
院
修
士
論
文
発

表
会
が
、
平
成
23
年
２
月
２
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

６
名
の
大
学
院
生
が
、
履
修
コ
ー
ス
別
の
専
門
分
野

及
び
関
連
分
野
の
学
修
の
成
果
を
ま
と
め
た
論
文
を

発
表
し
ま
し
た
。

大
学
で
は
、
平
成
22
年
度
卒
業
研
究
発
表
会
が
、

12
月
中
旬
と
１
月
下
旬
か
ら
２
月
上
旬
に
か
け
て
、

学
科
別
、
家
政
学
科
は
専
攻
・
コ
ー
ス
別
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

発
表
会
は
、
主
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し

た
論
文
発
表
と
質
疑
応
答
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
家
政

学
科
の
衣
環
境
コ
ー
ス
の
発
表
会
で
は
、
被
服
整
理

学
の
一
つ
で
あ
る
染
色
分
野
を
研
究
し
た
学
生
が
、

様
々
な
染
色
方
法
で
染
め
た
訪
問
着
を
制
作
し
た
研

究
発
表
が
あ
り
、
染
色
の
奥
深
さ
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
他
に
、住
居
学
科
で
は
、ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
文
化
学
科
で
は
、

発
表
会
に
加
え
、
東
京
家
政
学
院
大
学
生
活
文
化
博

物
館
で
、
書
道
を
履
修
分
野
と
し
た
学
生
の
作
品
を

展
示
し
た
卒
業
制
作
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
ビ
ニ
の
設
置
に
つ
い
て

学
生
食
堂
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
４
月
に
オ
ー

プ
ン
す
る
の
に
併
せ
て
、
兼
ね
て
か
ら
、
学
生
よ
り

強
い
要
望
が
あ
り
ま
し
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
ー(

ヤ
マ
ザ
キ
Y
シ
ョ
ッ
プ)

が
、
４
月
に
町
田

キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟
２
階
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

営
業
時
間
は
、
平
日
は
８
時
０
０
分
か
ら
18
時
ま

で
、
土
曜
日
は
８
時
０
０
分
か
ら
14
時
ま
で
、
祝
祭

日
は
休
業
。

今
ま
で
は
、
卒
業
研
究
や
資
格
試
験
の
勉
強
で
遅

く
ま
で
大
学
に
残
っ
た
時
に
は
、
パ
ン
の
自
動
販
売

機
や
冷
凍
食
品
の
自
動
販
売
機
を
利
用
し
て
商
品
を

新
入
生
に
む
け
て

東
京
家
政
学
院
大
学

　

学
長　

天
野
正
子

ご
入
学
、
お
め
で
と
う
！　

新
入
生
の
み
な
さ
ん

の
輝
か
し
い
門
出
を
心
か
ら
お
祝
い
致
し
ま
す
。

こ
の
入
学
式
が
み
な
さ
ん
の
新
し
い
ス
タ
ー
ト
で

あ
る
よ
う
に
、
本
学
に
と
っ
て
も
新
し
い
出
発
点
と

な
り
ま
す
。
本
学
の
発
祥
の
地
で
あ
る
千
代
田
三
番

町
キ
ャ
ン
パ
ス
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、
現
代
生
活

学
部
の
二
学
科
が
新
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
三
学
科
が
町

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
そ
れ
ぞ
れ
地
の
利
を
生
か
し
た

教
育
を
展
開
す
る
、
二
キ
ャ
ン
パ
ス
制
に
生
ま
れ
変

わ
る
か
ら
で
す
。
み
な
さ
ん
は
、
二
キ
ャ
ン
パ
ス
制

を
経
験
す
る
第
一
回
生
で
す
。

本
学
は
、
今
年
で
88
年
を
迎
え
る
、
長
い
歴
史
と

実
績
を
も
っ
て
い
ま
す
。
創
立
者
は
家
政
学
の
草
分

け
で
あ
る
大
江
ス
ミ
先
生
で
す
。
大
江
先
生
の
建
学

の
精
神
は
、
現
実
を
し
っ
か
り
と
ら
え
る
「
広
い
知

識
」（know

ledge

）、他
者
の
立
場
を
思
い
や
る
「
徳

性
」（Virtue

）、
生
活
課
題
に
取
り
組
む
「
技
術
」

（Art

）を
兼
ね
備
え
た
女
性
を
育
て
る
こ
と
で
し
た
。

本
学
で
は
こ
れ
を
Ｋ
Ｖ
Ａ
ス
ピ
リ
ッ
ト
と
呼
ん
で
大

切
に
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

本
学
が
と
く
に
重
視
し
て
い
る
の
は
、
入
学
し
て

く
る
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
て
い
ね
い
に
向
き
合

い
、
そ
の
隠
れ
た
能
力
や
関
心
、
意
欲
を
引
き
出
す

こ
と
で
、
四
年
間
で
ど
れ
だ
け
成
長
し
た
の
か
と
い

う
「
卒
業
成
長
値
」
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
な
に
よ
り
も
み
な
さ
ん
一
人

ひ
と
り
が
自
分
自
身
に
対
す
る
信
頼
と
敬
意
を
は
ら

う
、
い
い
か
え
れ
ば
自
分
自
身
の
な
か
の
限
り
な
い

可
能
性
を
認
め
て
ほ
し
い
、
そ
う
思
い
ま
す
。
自
分

自
身
を
大
切
に
思
う
感
覚
が
育
て
ば
、
何
に
で
も
挑

戦
で
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
価
値
を
付

加
し
て
成
長
さ
れ
る
の
か
、
四
年
後
に
大
き
な
希
望

を
託
し
、新
し
い
世
界
に
む
け
て
旅
立
ち
ま
し
ょ
う
。

平
成
2�
年
度
学
友
会

役
員
挨
拶

東
京
家
政
学
院
大
学

学
友
会
会
長

倉
田　

奈
緒
美　

新
入
生
の
み
な
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

入
学
し
て
ま
も
な
く
、
新
し
い
環
境
に
戸
惑
っ
て

い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？
困
っ
た
と
き
は
近
く
の
先

輩
や
先
生
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
る
人
、
ま
だ
悩
ん
で
い

る
人
、
こ
れ
か
ら
夢
を
見
つ
け
る
人
。
４
年
間
の
大

学
生
活
は
、
自
分
が
成
長
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

た
く
さ
ん
の
こ
と
に
挑
戦
す
る
気
持
ち
を
大
切
に
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
み
な
さ
ん
が
素
敵
な
大
学
生
活
を
送
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（東京家政学院大学　学友会）
会　長	 倉田　奈緒美	 ３ＧＡ
副会長	 原田　愛	 ３ＮＡ
　〃　	 笠原　佑里	 ２ＨＢ
監査役	 吉田　伸江	 ３ＮＡ
　〃　	 横田　夏美	 ２ＨＣ
会　計	 古川　綾美	 ３ＧＡ
　〃　	 西澤　薫	 ２ＨＢ
書　記	 室木　優花	 ３ＧＡ

　〃　	 山田　さゆり	 ３ＧＡ
　〃　	 遠藤　玲実	 ２ＧＡ
　〃　	 筧　　実樹	 ２ＤＢ
渉　外	 徳江　遥	 ３ＮＡ
　〃　	 中島　佳香	 ２ＨＡ
　〃　	 小林　紀子	 ２ＤＢ
（ＫＶＡ祭実行委員）
委員長	 田中　美麻	 ３ＰＢ
副委員長	 鈴木　汐理	 ３ＰＢ

大学院修士論文発表会

平 成 2� 年 度 役 員 決 定
キ ャ ン パ ス 内 の 禁 煙 に つ い て

　
たばこの煙には、ダイオキシンなど 200 種類もの有害

物質や、肺ガンをはじめ様々なガンの原因といわれる物質

が含まれ、受動喫煙でも喫煙者と同様に健康に悪影響を及

ぼすことがわかっています。また、健康増進法第25条では、

「多数の人が利用する施設においては、受動喫煙を防止す

るために必要な措置を講ずるよう努めなければならない」

と規定しています。そこで、キャンパスの禁煙について教

職員が検討した結果、千代田三番町キャンパスは平成 23

年４月から、町田キャンパスは平成 24年４月から大学敷

地内を全面禁煙とします。なお、町田キャンパスについて

は平成23年４月から１年間は、大江スミ記念棟と学生ホー

ル棟の間に設置した喫煙所のみの喫煙に限らせていただき

ます。

千代田三番町
キャンパス
ローズホール

（カフェテリア・講堂）
（2011 年３月現在）
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購
入
す
る
事
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

４
月
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー
で
は
、
パ

ン
、
お
弁
当
、
文
房
具
、
雑
誌
、
一
般
生
活
用
品
以

外
は
も
と
よ
り
、
授
業
で
使
用
す
る
教
科
書
や
物
品

の
注
文
も
取
り
扱
う
な
ど
、
大
学
生
活
を
送
る
の
に

十
分
な
品
揃
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の

支
払
い
は
、
今
年
度
か
ら

新
た
に
導
入
し
た
Ｉ
Ｃ
学

生
証
に
付
い
て
い
る
電
子

マ
ネ
ー
（
Ｅ
ｄ
ｙ
）
で
行

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

大
学
案
内 

２
０
１
２

『
大
学
案
内	

２
０
１
２
』
は
『
大
学
案
内	

２
０
１
１
』
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、『
大
学
案

内	

２
０
１
１
』
の
好
評
だ
っ
た
ス
ッ
キ
リ
し
た
イ

メ
ー
ジ
は
そ
の
ま
ま
に
、
も
っ
と
温
か
み
を
強
調
し

た
方
が
良
い
と
評
さ
れ
た
点
は
改
善
す
る
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
の
も
と
に
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
表
紙

か
ら
巻
頭
に
か
け
た
導
入
部
は
〝
本
学
の
楽
し
い
雰

囲
気
を
醸
し
出
し
た
い
〟
と
、
学
生
の
生
の
声
を
載

せ
て
い
ま
す
。
全
学
科
の
学
生
５
０
０
人
に
〝
東
京

家
政
学
院
大
学
の
良
い
と
こ
ろ
〟
を
コ
メ
ン
ト
い
た

だ
き
、
お
気
に
入
り
の
写
真
も
提
供
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
楽
し
い
雰
囲
気
の
大
学
、
明
る
く
真
面
目

な
学
生
の
イ
メ
ー
ジ
を
少
し
で
も
伝
え
ら
れ
た
ら
幸

い
で
す
。

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
地
域
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
②

「
中
国
語
チ
ュ
ー
タ
ー
」

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
２
０
０
７
年
よ
り
、

地
域
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
①
「
中
国
人
留
学
生
に
よ
る

中
国
語
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
修
了
者
か

ら
の
「
是
非
継
続
ク
ラ
ス
を
！
」
と
い
う
リ
ク
エ
ス

ト
に
長
い
間
応
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
学
生
を
対
象
と
し
て
実
施
さ

れ
て
い
た
中
国
語
チ
ュ
ー
タ
ー
を
地
域
の
方
に
も
受

け
て
頂
け
る
よ
う
に
な
り
、
地
域
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

②
と
し
て
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

初
年
度
の
２
０
１
０
年
度
は
、
前
後
期
延
べ
６
名

の
中
国
人
留
学
生
が
、
延
べ
22
名
の
地
域
の
方
を
対

象
に
中
国
語
と
中
国
文
化
を
教
え
ま
し
た
。
教
室
で

の
授
業
と
は
違
い
、
３
～
５
人
と
い
う
少
人
数
で
行

わ
れ
る
チ
ュ
ー
タ
ー
は
日
中
の
距
離
を
ま
た
グ
ッ
と

縮
め
た
よ
う
で
す
。　
　

現
代
生
活
学
セ
ミ
ナ
ー
：
ミ
タ
イ
基
金
ク
リ
ス

マ
ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
の
ご
報
告

昨
年
12
月
25
日
（
土
）
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
大
江

ス
ミ
記
念
ホ
ー
ル
に
て
東
京
家
政
学
院
大
学
現
代
生

活
学
セ
ミ
ナ
ー
：
ミ
タ
イ
基
金
ク
リ
ス
マ
ス
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
天
野
正
子

学
長
に
よ
る
開
演
の
挨
拶
の
後
、
ア
ル
パ
デ
ュ
オ
ソ

ン
リ
ー
サ
さ
ん
に
よ
る
南
米
パ
ラ
グ
ア
イ
ハ
ー
プ
演

奏
、
国
際
協
力
ト
ー
ク
、
川
嶋
あ
い
さ
ん
に
よ
る
ラ

イ
ブ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
農

民
が
生
産
し
た
蜜
蠟
を
用
い
た
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン

ド
ル
を
学
生
と
川
嶋
あ
い
さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
で
制
作

し
、
抽
選
会
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
販
売
も
行
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
６
０
０
名
を
越
え
る
方
が
ご
参
加
下
さ

り
、
販
売
用
に
準
備
し
た
蜜
蠟
キ
ャ
ン
ド
ル
は
完
売

い
た
し
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
に
よ
る
収
益
金
50
万

円
は
、
ミ
タ
イ
基
金
を
通
じ
２
月
１
日
（
火
）
に
送

金
の
手
続
き
を
取
り
ま
し
た
。
パ
ラ
グ
ア
イ
で
は
２

月
28
日
（
月
）
よ
り
新
学
期
が
始
ま
り
ま
す
。
ど
の

よ
う
な
就
学
支
援
を
行
う
の
か
、
村
の
会
議
な
ど
を

通
し
て
決
定
し
て
参
り
ま
す
。皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
・

ご
理
解
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

中国語チューターの様子

　オープンキャンパスは、高校生の “ 大学の雰囲気を知

りたい ” という思いに応える一番身近な機会です。大学

紹介や進学個別相談、体験授業、キャンパスツアーなど

を通して、教員や在学生たちと触れ合い、話を聞き質問

をしたりすることで “ 大学の雰囲気 ” を感じ取っていき		

ます。

　千代田三番町キャンパスが本格的に稼働し始める今年

は、昨年度にも増して、より多くの高校生や保護者の方々

の来場を期待しています。

　高校生に東京家政学院大学を良くご理解していただく

ために、更に工夫を重ねていきたいと思います。

千代田三番町：	６/19（日）７/10（日）７/24（日）	

８/ ７（日）８/21（日）９/４（日）	

10/ ２（日）

町　　田：６/５（日）７/17（日）７/31（日）

　　　　　８/７（日）	８/21（日）９/11（日）　　

　　　　　11/12（土）・13（日）*＊	KVA 祭同時開催

ＡＯ入試
入試種目 日程 エントリー期間 面談日 出願期間 合格発表

ＡＯ入試

１期 8 月 1 日（月）～  8 月 16 日（火） 8 月 25 日（木） 9 月 1 日（木）～ 9 月 12 日（月） 9 月 16 日（金）
２期 8 月 1 日（月）～  9 月 8 日（木） 9 月 17 日（土） 9 月 21 日（水）～ 9 月 29 日（木） 10 月 4 日（火）
３期 8 月 1 日（月）～  9 月 29 日（木） 10 月 8 日（土） 10 月 12 日（水）～ 10 月 20 日（木） 10 月 25 日（火）
４期 8 月 1 日（月）～ 10 月 20 日（木） 10 月 29 日（土） 11 月 1 日（火）～ 11 月 10 日（木） 11 月 15 日（火）
５期 8 月 1 日（月）～ 11 月 24 日（木） 12 月 3 日（土） 12 月 6 日（火）～ 12 月 12 日（月） 12 月 15 日（木）

※健康栄養学科は１期～３期のみ実施しエントリー期間が上記と異なりますので、詳しくは大学案内をご覧下さい。
※ 面談会場は、現代家政学科・健康栄養学科は千代田三番町キャンパス、生活デザイン学科・児童学科・人間福祉学科は町田キャンパ

スで実施

平成 24 年度入試日程　東京家政学院大学・大学院

☆お問い合わせ先
東京家政学院大学・大学院
〒 194-0292
東京都町田市相原町 2600 番地
入試広報課
TEL　042-782-9411

○募集人員
区分

入試方法

大学院 東京家政学院大学・現代生活学部
人間生活学研究科 現代家政学科 健康栄養学科 生活デザイン学科 児童学科 人間福祉学科生活文化専攻

ＡＯ入試

４月入学生（前期・
後期）・９月入学
生、合わせて１０
名

15 15 20 15 10

推薦入試 Ａ日程 50 28 50 30 30
Ｂ日程 10 5 3 4 4

一般入試

Ｓ日程 10 10 10 6 5
Ａ日程 20 25 20 15 15
Ｂ日程 3 8 5 3 5
Ｃ日程 2 － 2 2 2

センター
試験利用

入試

Ａ日程 5 9 5 3 5
Ｂ日程 3 4 3 1 2
Ｃ日程 2 1 2 1 2

計 10 120 105 120 80 80

推薦入試

区分

大　学　院 東京家政学院大学・現代生活学部

人間生活学研究科

現代家政学科
健康栄養学科 

生活デザイン学科
児童学科

人間福祉学科

出願期間 平成 23 年 8 月 29 日（月）～  9 月 12 日（月）

（Ａ日程） 郵送受付：平成 23 年 10 月 20 日（木）～ 10 月 28 日（金） 
窓口受付：平成 23 年 10 月 31 日（月）

（Ｂ日程） 郵送受付：平成 23 年 11 月 9 日（水）～ 11 月 18 日（金） 
窓口受付：平成 23 年 11 月 21 日（月）

試験日 平成 23 年 9 月 20 日（火） （Ａ日程）平成 23 年 11 月  6 日（日） 
（Ｂ日程）平成 23 年 11 月 26 日（土）

試験場 町田キャンパス 現代家政学科・健康栄養学科：千代田三番町キャンパス 
生活デザイン学科・児童学科・人間福祉学科：町田キャンパス

合格発表 平成 23 年 9 月 27 日（火） （Ａ日程）平成 23 年 11 月 8 日（火） 
（Ｂ日程）平成 23 年 11 月 29 日（火）

※窓口受付は町田キャンパス入試広報課窓口に限る。

一般入試

区分

大　学　院 東京家政学院大学・現代生活学部

人間生活学研究科

現代家政学科
健康栄養学科 （Ｃ日程を除く）

生活デザイン学科
児童学科

人間福祉学科

出願期間

（４月入学・前期）
平成 23 年 9 月 5 日（月）～　9 月 12 日（月） 

（４月入学・後期） 
平成 24 年 1 月 27 日（金）～　2 月 3 日（金） 

（９月入学） 
平成 24 年 7 月 2 日（月）～　7 月  9 日（月）

（Ｓ日程）平成 24 年 1 月 5 日（木）～ 1 月 13 日（金） 
（Ａ日程） 郵送受付：平成 24 年 1 月 5 日（木）～ 1 月 19 日（木） 

窓口受付：平成 24 年 1 月 20 日（金）
（Ｂ日程） 郵送受付：平成 24 年 1 月 23 日（月）～ 2 月 8 日（水） 

窓口受付：平成 24 年 2 月 9 日（木）
（Ｃ日程） 郵送受付：平成 24 年 2 月 23 日（木）～ 3 月 5 日（月） 

窓口受付：平成 24 年 3 月 6 日（火）

試験日

（４月入学・前期）
平成 23 年 9 月 20 日（火）

（４月入学・後期）
平成 24 年 2 月 13 日（月）

（９月入学）
平成 24 年 7 月 18 日（水）

（Ｓ日程）平成 24 年 1 月 21 日（土）
（Ａ日程） 平成 24 年 2 月 1 日（水）、3 日（金）のいずれか１日または両日
（Ｂ日程）平成 24 年 2 月 16 日（木）
（Ｃ日程）平成 24 年 3 月 14 日（水）

試験場 町田キャンパス

（Ｓ日程）千代田三番町キャンパス・町田キャンパス・仙台・新潟・宇都宮・甲府・長野・静岡
（Ａ・Ｂ日程）千代田三番町キャンパス・町田キャンパス（志願者選択）
（Ｃ日程） 現代家政学科：千代田三番町キャンパス 

生活デザイン学科・児童学科・人間福祉学科：町田キャンパス

合格発表

（４月入学・前期）
平成 23 年 9 月 27 日（火）

（４月入学・後期）
平成 24 年 2 月 18 日（土）

（９月入学）
平成 24 年 7 月 24 日（火）

（Ｓ日程）平成 24 年 1 月 25 日（水）
（Ａ日程）平成 24 年 2 月  4 日（土）
（Ｂ日程）平成 24 年 2 月 17 日（金）
（Ｃ日程）平成 24 年 3 月 15 日（木）

※窓口受付は町田キャンパス入試広報課窓口に限る。

センター試験利用入試

区分

東京家政学院大学・現代生活学部
現代家政学科
健康栄養学科

生活デザイン学科
児童学科

人間福祉学科

出願期間

（Ａ日程） 郵送受付：平成 24 年 1 月 16 日（月）～ 2 月 3 日（金） 
窓口受付： 平成 24 年 2 月 6 日（月）

（Ｂ日程） 郵送受付：平成 24 年 1 月 30 日（月）～ 2 月 10 日（金） 
窓口受付： 平成 24 年 2 月 13 日（月）

（Ｃ日程） 郵送受付：平成 24 年 3 月 8 日（木）～ 3 月 19 日（月） 
窓口受付：平成 24 年 3 月 21 日（水）

試験日
（センター試験） 平成２４年１月１４日（土）、１５日（日）

合格発表
（Ａ日程）平成 24 年 2 月  9 日（木）
（Ｂ日程）平成 24 年 2 月 17 日（金）
（Ｃ日程）平成 24 年 3 月 23 日（金）

※窓口受付は、町田キャンパス入試広報課窓口に限る。

川嶋あいさんとのチャリ
ティトーク

川嶋あいさんと参加者全員で
赤鼻のトナカイを歌いました

＊ KVA特別経済支援
　私費		外国人留学生試験を除く全試験日程で、以下の KVA特別経済支援を実施
　　①入学金免除（審査有）：最大 50名
　　②学納金分割納入（審査無）：定員設定なし
＊特待生制度
　◎	指定校推薦入試及び公募制推薦入試 A日程受験生のうち、総合得点上位者につ
いては、特待生として 1年次授業料（前・後期分）を免除する。但し、指定校
推薦受験者については希望者のみ、特待生制度の判定を行うこととし、希望す
る場合は、公募制推薦と同様に小論文試験を受験すること。なお、小論文試験
の成績は、合否に一切影響しない。

　◎	一般入試 S日程受験者のうち、以下の①、②に該当する者については特待生と
して 1年次授業料（前期分）を免除する。

　①各学科の総合得点上位者 2名、
　②①で認定された者を除く学部全体の総合得点上位者 10名を
＊入学検定料免除制度
　①	一般入試を出願する際、1回分の入学検定料（30.000 円）で複数回（最大 5回）
が出願可能

　②	センター試験利用入試を出願する際、1回分の入学検定料（15,000 円）で複数
回（最大 3回）の出願が可能

詳しくは大学案内 2012 の入試ガイド、学生募集要項（8月発行予定）をご参照くだ
さい。

平成 24 年度入試日程　筑波学院大学

○お問い合わせ先
筑波学院大学
〒 305-0292
茨城県つくば市吾妻 3-1
入試・広報課
TEL　029-858-4815
※詳しくは大学案内、入試ガイドをご覧ください。

入試区分 セミナー
開催日

出願期間
（消印有効）

試験日
本面談日 合格発表 募集

人員

推薦入試　Ａ日程
【奨学生 / 指定校 / 公募 / 卒業生】 10/24（月）～ 11/2（水） 11/13（日） 11/17（木） 70

推薦入試　Ｂ日程
【指定校 / 公募 / 卒業生】 11/21（月）～ 12/2（金） 12/11（日） 12/15（木） 10

一般入試　Ａ日程 1/16（月）～ 2/2（木） 2/11（土・祝） 2/15（水） 30

一般入試　Ｂ日程 2/13（月）～ 2/22（水） 3/3（土） 3/8（木） 15

大学入試センター試験 1/14（土）
1/15（日）

センター試験利用入試　Ａ日程 1/30（月）～ 2/9（木） 2/20（月） 10

センター試験利用入試　Ｂ日程 3/5（月）～ 3/13（火） 3/22（木） 5

ＡＯ入試
【セミナー型】

① 6/19（日）
② 7/10（日） 8/1（月）～　8/11（木）

セミナー受講結
果と出願書類の

総合判断
【本面談なし】

9/1（木）

60
ＡＯ入試

【セミナー型】 ③ 10/2（日） 10/7（金）～ 10/13（木）

セミナー受講結
果と出願書類の

総合判断
【本面談なし】

10/20（木）

ＡＯ入試　１期 9/1（木）～ 9/7（水） 9/18（日） 9/22（木）

ＡＯ入試　２期 11/7（月）～ 11/16（水） 11/27（日） 12/1（木）

ＡＯ入試　３期 1/6（金）～ 1/16（月） 1/22（日） 1/26（木）

ＡＯ入試　４期 3/1（木）～ 3/12（月） 3/18（日） 3/22（木）

社会人入試 1/6（金）～ 1/16（月） 2/5（日） 2/9（木） 若干名

外国人留学生入試　Ａ日程 9/5（月）～ 9/15（木） 10/8（土） 10/20（木）
若干名

外国人留学生入試　Ｂ日程 1/6（金）～ 1/16（月） 2/5（日） 2/9（木）

一般編入学試験 10/24（月）～ 11/2（水） 11/27（日） 12/1（木） 若干名

外国人留学生編入学試験 1/6（金）～ 1/16（月） 2/5（日） 2/9（木） 若干名

韓国現地編入学試験 10/11（火）～ 10/21（金） 11/8（火） 11/17（木） 若干名

オ ー プ ン キ ャ ン パ ス  2 0 1 1 日 程
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は
１
人
で
行
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
と
え
ば
、
本
学
は
、
毎
年
、
つ
く
ば
市
で
行
わ

れ
て
い
る
「
ま
つ
り
つ
く
ば
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
だ

け
で
も
学
生
を
は
じ
め
、
先
生
方
や
事
務
の
方
々
の

熱
心
な
協
力
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
感

じ
ま
す
。
ま
た
、
大
学
の
大
き
な
行
事
で
あ
る
「
Ｋ

Ｖ
Ａ
祭
」
で
、
昨
年
は
外
の
ス
テ
ー
ジ
で
「
仮
装
大

会
」、「
お
化
け
屋
敷
」
を
行
い
、
学
友
会
役
員
は
準

備
か
ら
片
づ
け
が
終
わ
る
ま
で「
報
告
」「
連
絡
」「
相

談
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
こ

こ
に
も
、
役
員
一
人
一
人
の
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ

よ
う
と
い
う
姿
勢
が
み
ら
れ
、
そ
の
「
協
力
」
と
い

う
も
の
が
大
き
な
力
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
を
「
協
力
す
る
こ
と
」

で
成
功
さ
せ
る
と
と
も
に
、
役
員
や
学
生
が
イ
ベ
ン

ト
に
さ
ら
に
楽
し
く
参
加
し
、
大
学
生
活
で
充
実
感

を
得
ら
れ
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
役
員
の
一
人
一
人
が
多
く
の
方
々
と

の
交
流
や
協
力
を
大
切
に
し
て
い
き
、
学
友
会
を
楽

し
く
、開
け
た
組
織
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
大
江
賞
受
賞
者　

平
成
22
年
度
の
大
江
賞
受
賞
者
は
以
下
の
通
り
で

す
。情

報
メ
デ
ィ
ア
学
科　

周　

小
舒

国
際
交
流
学
科　
　
　

秋
葉　

美
希

卒
業
研
究
発
表
会

筑
波
学
院
大
学
の
卒
業
研
究
発
表
会
は
、
平
成
23

年
2
月
3
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
号
棟
三
階
を
情

報
メ
デ
ィ
ア
、
二
号
棟
三
階
を
国
際
交
流
の
各
学
科

が
会
場
と
し
、
各
々
4
会
場
と
2
会
場
に
分
か
れ
発

表
を
行
い
ま
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
で
言
え
ば
、
情
報

メ
デ
ィ
ア
Ａ
会
場
で
は
「
ソ
フ
ト
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
応

用
」、
Ｂ
会
場
で
は
「
食
」「
睡
眠
」、
Ｃ
会
場
で
は

「
Ｃ
Ｇ
」「
ア
ニ
メ
」「
画
像
」、Ｄ
会
場
で
は
「
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
」「
思
考
」「
文
化
と
美
」
等
が
主
な
テ
ー
マ

に
、
ま
た
国
際
交
流
で
は
「
中
国
の
現
状
」「
文
学
」

「
比
較
文
化
」「
近
現

代
史
」「
観
光
と
サ
ー

ビ
ス
」
関
連
テ
ー
マ

が
多
く
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

第
22
回
学
生
総
会
開
催

第
22
回
学
生
総
会
（
学
友
会
主
催
）
が
平
成
23
年

1
月
12
日
（
水
）
に
大
教
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
（
平
成
22
年
1
月
1
日
～
平
成
22
年

12
月
31
日
）
に
つ
い
て
は
、
学
友
会
会
長
が
ま
つ
り

つ
く
ば
参
加
や
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
等
の
活
動
報

告
を
行
い
、
会
計
監
査
の
も
と
学
友
会
等
の
収
支
決

算
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
学
友
会
会
則
の
改
正
が
行
わ
れ
、
会
長
候

補
及
び
役
員
の
選
出
、
欠
員
の
補
充
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
23
年
度(

平
成
23
年
1
月
1
日
～
平
成
23
年

12
月
31
日)

に
つ
い
て
は
、
学
友
会
会
長
及
び
副
会

長
の
選
出
・
承
認
が
あ
り
、
新
学
友
会
長
が
ま
つ
り

つ
く
ば
や
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
等
の
活
動
計
画
を
発
表
し
ま
し

た
。
他
に
も
第
21
回
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
実
行
委
員
長
、
ク
ラ

ブ
連
合
会
委
員
長
の
新
役
員
の
選
出
・
承
認
が
あ
り
、

新
役
員
の
挨
拶
及
び
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
学
友
会
の
収
支
予
算
案
に
つ
い
て
も
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
学
長
主
催
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
パ
ー
テ
ィ

が
第
2
食
堂
に
て
行
わ
れ
、
親
睦
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

就
職
サ
ポ
ー
ト
強
化

マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
、

新
卒
者
の
就
職
環
境
が
『
新
氷
河
期
』
の
厳
し
い
中

で
本
学
の
学
生
の
就
職
活
動
も
難
渋
し
て
お
り
ま

す
。
深
刻
な
社
会
問
題
で
も
あ
り
、
政
府
政
策
サ
イ

ト
対
策
と
し
て
厚
生
労
働
省
や
文
部
科
学
省
か
ら
の

支
援
で
学
生
の
就
職
活
動
支
援
の
た
め
に
相
談
員
が

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
に
派
遣
さ
れ
、
サ
ポ
ー
ト
支
援
が

強
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

求
人
案
件
紹
介
の
「
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
」
就
職

活
動
全
般
指
導
に
「
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」「
メ

ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
」
３
人
の
ベ
テ
ラ
ン
相

談
員
の
体
制
で
学
生

へ
の
就
職
支
援
に
臨

ん
で
い
ま
す
。

新
入
生
を
迎
え
て

─
学
士
力
の
涵
養
を
─

筑
波
学
院
大
学

　

学
長　

三
石
善
吉

新
入
生
の
皆
さ
ん
入
学
お
め
で
と
う
。
あ
な
た
方

は
、
筑
波
学
院
大
学
の
第
７
期
生
と
し
て
入
学
さ
れ

ま
し
た
。
本
学
の
教
職
員
一
同
、
あ
な
た
方
を
心
か

ら
歓
迎
し
ま
す
。

筑
波
学
院
大
学
は
、
紫
峰
・
筑
波
山
を
背
景
に
、

日
本
の
最
先
端
技
術
の
中
心
で
あ
る
筑
波
研
究
学
園

都
市
の
中
心
部
に
あ
り
、
規
模
は
大
き
く
あ
り
ま
せ

ん
が
、落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を
持
つ
学
問
の
府
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
新
聞
の

取
り
上
げ
る
大
学
生
の
就
職
関
連
ニ
ュ
ー
ス
は
、「
こ

こ
15
年
ぶ
り
」
の
最
低
の
内
定
率
で
、
就
職
の
「
超

氷
河
期
」
に
あ
る
こ
と
、
景
気
の
「
足
踏
み
」
が
全

国
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
が
今
生
き
て
い
る
こ
の
時
代
は
、

２
０
０
８
年
９
月
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発

す
る
「
世
界
的
大
不
況
」
の
真
っ
只
中
に
あ
り
ま

す
。
経
済
の
回
復
は
、
厳
し
い
見
方
で
は
五
年
は
か

か
る
か
も
知
れ
な
い
、と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

２
０
１
３
年
の
秋
口
、
あ
な
た
た
ち
新
入
生
諸
君
が

３
年
生
の
時
、
よ
う
や
く
世
界
経
済
は
復
興
の
兆
し

を
見
せ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
こ
れ
と
て

も
確
実
と
言
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
言
っ
た
不
確
実
性
の
高
い
現
代
を
生
き
抜

く
た
め
に
は
、
大
学
生
と
し
て
の
基
本
的
な
力
、
つ

ま
り
学
士
力
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
以
下

の
４
点
を
実
行
し
て
学
士
力
を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ

い
。第

一
に
、
新
し
い
友
達
を
積
極
的
に
作
っ
て
く
だ

さ
い
。
人
と
人
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
、
様
々
な

友
達
と
の
付
き
合
い
の
中
で
自
分
を
磨
い
て
く
だ
さ

い
。
第
二
に
、
大
学
で
の
毎
時
間
の
勉
強
を
、
精
神

を
集
中
し
て
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
意
識
し
て

語
学
力
や
論
理
的
思
考
力
を
養
っ
て
く
だ
さ
い
。
第

三
に
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭
、
あ
る
い
は
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
集
団
の
中
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作

り
を
学
ん
で
く
だ
さ
い
。
第
四
に
、
以
上
３
つ
の
こ

と
を
実
行
す
る
過
程
で
、
厳
し
い
事
、
辛
い
事
、
悲

し
い
事
が
襲
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
を
自
分
に
与
え
ら

れ
た
神
の
試
練
だ
と
考
え
、
頑
張
っ
て
何
と
か
切
り

抜
け
る
強
い
精
神
力
を
養
っ
て
く
だ
さ
い
。

学
友
会
役
員
紹
介

筑
波
学
院
大
学

学
友
会
会
長佐

久
間　

典
子　

平
成
23
年
度
、
筑
波
学
院
大
学
学
友
会
会
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
佐
久
間
典
子
で
す
。

私
は
１
年
生
か
ら
学
友
会
役
員
に
所
属
し
、
多
く

の
大
学
の
行
事
や
学
友
会
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運
営

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
１
年
生
か
ら
２
年
生
で
経

験
し
た
こ
と
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
ど
の
イ
ベ
ン

ト
も
成
功
さ
せ
る
の
は
「
大
変
で
あ
っ
た
」「
一
生

懸
命
に
取
り
組
ん
で
楽
し
か
っ
た
」
と
思
え
る
こ
と

ば
か
り
で
し
た
。

当
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
の

平 成 2� 年 度 役 員 決 定

卒業制作展（つくばクレオスクエア）

OCP 学生報告会開催 

１月 24 日、外部の方に公開して恒例の OCP 学生報告会

を開催しました。１年生、２年生、３年生、合計 24組の

学生報告がありました。今年も学生が司会を務め、手作り

感溢れる学生報告会になりました。当日は学生の受入にご

協力いただいた、NPO法人、民間企業、行政、教育機関、

などの大勢の方にお越しいただき、本学のOCP に対する

期待の大きさ、受入団体の方が我が子のように学生と接し

てくださっている様

子を伺うことができ

ました。

平成 23年度学友会
会　長　　佐久間典子　
副会長　　清水亮太、佐保田拓磨
会　計　　金子美紀、吉田真由美、武藤友香
書　記　　佐藤杏奈
広　報　　鈴木友希、黒尾芽依、中野真梨華
渉　外　　小松原駿、石井　亨、株木良平
　　　　　麥　乃文、長崎　悠、飯野靖子
　　　　　小川広和
会計監査　佐久間星良

第 21回 KVA祭実行委員会
委 員 長　川澄有紀
副委員長　山崎佑太朗

平成 23年度クラブ連合会
委 員 長　吉田真由美
副委員長　船山　舜

就職サポート面接

学生総会　新役員　紹介
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平
成
2�
年
度
新
任
紹
介

４
月
か
ら
大
学
・
中
高
に
入
っ
た
新
任
の
教
員
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

①
三
宅
紀
子
（
み
や
け
の
り
こ
）

　

東
京
家
政
学
院
大
学
准
教
授

　

食
科
学
概
論
他
担
当

②
新
海
公
昭
（
し
ん
か
い
き
み
あ
き
）

　

東
京
家
政
学
院
大
学
講
師

　

数
学
入
門
他
担
当

③
王　

佳
晨
（
お
う
け
い
し
ん
）

　

東
京
家
政
学
院
高
等
学
校
・
中
学
校
教
諭

　

数
学
科
担
当

東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震 に 関 す る
義 捐 金 の 募 集 に つ い て

　3月 11日 ( 金 )14：46 に発生した東北地方太平洋沖

地震に被災された方々に心からお見舞いを申し上げま

す。なお、余震等による災害発生も危惧されますので

引き続き十分ご留意ください。

　私ども東京家政学院としても、学生 ･生徒をはじめ

被災された方々又はそのご家族の皆さまに多少とも支

援を申し上げるべく、義捐金の募集を行います。

　趣意ご高承のうえ、ご協力を賜りますようお願い申

し上げます。皆さまからいただきましたご芳志につき

ましては、学院における被災関係者に配賦させていた

だく他、その一部を公共機関を通して被災地へ送金さ

せていただくことも考えております。

　なお、義捐金の受付窓口は次のとおり設置しております。

デ
ザ
イ
ン
・
ア
ニ
メ
フ
ェ
ス

２
月
11
日
～
13
日
の
３
連
休
に
、
つ
く
ば
駅
前
の

中
央
公
園
や
セ
ン
タ
ー
広
場
で
「
つ
く
ば
Ｓ
Ｆ
・
コ

ミ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
（
２
０
１
１
）」
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
本
学
も
会
場
内
に
ブ
ー
ス
を
出
し
、
デ
ザ
イ

ン
、
ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
制
作
な
ど

の
日
頃
の
活
動
を
紹
介
し
ま
し
た
。
多
く
の
学
生
が

コ
ミ
ッ
ク
販
売
を
行
な
っ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
協
力
す
る
な
ど
積
極
的
に
関
わ
り
、
つ
く

ば
市
の
企
業
や
地
域
の
皆
様
と
交
流
を
深
め
ま
し

た
。２

月
14
日
～
20
日
ま
で
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ン
ゼ
ミ
と
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ゼ
ミ
合
同
で
、
つ
く

ば
駅
近
く
に
あ
る
西
武
筑
波
店
ク
レ
オ
ス
ク
エ
ア
に

お
い
て
卒
業
制
作
展
を
行
な
い
ま
し
た
。
買
物
帰
り

の
お
客
様
や
親
子
連
れ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
方
に
作

品
を
見
て
頂
く
こ
と
が
で
き
、
学
生
に
と
っ
て
ま
た

と
な
い
勉
強
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
系
で
は
、
こ
の
他
に
も
２
月

27
日
に
「
デ
ザ
イ
ン
・
ア
ニ
メ
フ
ェ
スin	

筑
波
学

院
大
学
」
を
企
画
し
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
、

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、w

eb

、Flash

、
メ
デ
ィ
ア
ア
ー

ト
な
ど
の
作
品
展
示
や
、
学
生
に
よ
る
ソ
フ
ト
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
、
カ
フ
ェ
、
卒
業
生

に
よ
る
座
談
会
を
行
な

う
な
ど
、
本
学
の
デ
ザ

イ
ン
教
育
を
広
く
知
っ

て
頂
く
よ
う
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

保
護
者
会
実
施

筑
波
学
院
大
学
で
は
2
月
6
日
（
日
）
に
第
9
回

保
護
者
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は
１
年
～
３
年

を
対
象
と
し
て
、
恒
例
の
全
体
会
及
び
個
別
面
談
会

を
行
い
ま
し
た
。

全
体
会
で
は
三
石
学
長
の
挨
拶
、
垣
花
学
生
部
長

に
よ
る
学
生
生
活
状
況
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

就
職
に
つ
い
て
は
、
木
村
就
職
委
員
長
に
よ
る
本

学
の
学
生
に
関
す
る
就
職
状
況
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

本
学
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
で
あ
る
石
塚
氏
に
よ
る
地
域

の
企
業
情
報
を
含
め
た
就
職
状
況
の
説
明
後
、
㈱
学

研
メ
デ
ィ
コ
ン
事
業
統
括
本
部
長
の
大
西
純
一
氏
を

招
い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
西
氏
の
講
演
で
は
「
現
在
の
就
職
環
境
と
家
庭

で
の
取
組
」
と
い
う
演
題
で
、
年
齢
構
造
・
人
口
構

造
や
産
業
構
造
・
勤
労
構
造
等
の
経
済
環
境
の
変
化

を
統
計
的
な
観
点
か
ら
多
角
的
に
説
明
し
、
現
在
の

就
職
環
境
で
あ
っ
て
も
取
組
次
第
で
充
分
に
内
定
獲

得
で
き
る
と
結
び
、
保
護
者
か
ら
大
変
参
考
に
な
っ

た
と
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

個
別
面
談
は
保
護
者
と
担
任
教
員
間
で
行
わ
れ
、

同
時
に
キ
ャ
リ
ア
支
援
課
で
就
職
相
談
を
受
け
付
け

ま
し
た
。

今
回
の
開
催
で

も
大
学
の
様
子
や
就

職
へ
の
関
心
が
高
い

保
護
者
が
多
く
、
保

護
者
会
の
充
実
が
望

ま
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。　

海
外
研
修
（
中
華
大
学
）

12
月
14
日
筑
波
学
院
大
学
一
行
９
名
は
台
湾
の
桃

園
国
際
空
港
に
着
き
ま
し
た
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
約
30

名
の
中
華
大
生
の
明
る
い
歓
迎
を
受
け
、
そ
れ
を
皮

切
り
に
学
生
、
教
員
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
方
々
か

ら
多
く
の
も
て
な
し
を
20
日
ま
で
７
日
間
受
け
ま
し

た
。
本
学
の
学
生
達
は
日
本
文
化
、
筑
波
、
そ
し
て

筑
波
学
院
大
学
に
つ
い
て
沢
山
の
プ
レ
ゼ
ン
を
こ
な

し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
語
の
授
業
を
参
観
し
、
会

話
の
相
手
を
務
め
中
華
大
生
の
日
本
語
学
習
補
助
を

行
い
ま
し
た
。
夜
に
は
、
大
学
近
く
の
様
々
な
レ
ス

ト
ラ
ン
で
中
華
大
学
の
新
し
い
友
人
と
、
辛
い
台
湾

料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。
週
末
に
は
各
自
台
湾

の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
楽
し
い
２
日
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

帰
国
時
に
は
学
生
は
疲
れ
き
っ
て
い
る
よ
う
で
し

た
が
、
皆
満
足
げ
に
家
路
に
着
き
ま
し
た
。
７
月
に

は
つ
く
ば
キ
ャ
ン
パ
ス
で
中
華
大
生
が
６
日
間
研
修

に
来
る
の
で
、
そ
の
際
に
お
返
し
が
で
き
る
の
を
今

か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

平成 22 年度卒業式の中止について

　平成 22 年度の大学卒業式を３月 12 日（土）に予定し

ていましたが、3月 11 日に発生した東日本大震災（東北

地方太平洋沖地震）の影響により、中止とさせていただき

ました。この災害の影響を受けた皆様に、お見舞い申し上

げるとともに、亡くなられた方々に、心より哀悼の意を表

します。なお、19日に来校できる方に卒業証書を授与し、

来校できない方には、郵送いたしました。

　また、大学では今回の震災の義捐金の募集や、被災地か

らの受験生及び在学生の被災者に対する学納金等支援措置

について行なっておりますので、詳しくは大学HPをご覧

ください。

（義捐金の募集　お問い合わせ先）

筑波学院大学	事務局総務課	TEL	029-858-4812

大西氏を招いての講演

コミックフェスタ

平成 23年度オープンキャンパス日程
開　催　日

第１回 ４月２４日（日）
　１０：３０～

第２回 ５月１５日（日）
　１０：３０～

第３回 ６月１９日（日）
　１０：３０～ ＡＯセミナー同時開催

第４回 ７月１０日（日）
　１０：３０～ ＡＯセミナー同時開催

第５回 ７月３１日（日）
　１０：３０～ イベント形式

第６回 ８月２８日（日）
　１０：３０～

第７回 ９月１１日（日）
　１０：３０～

第８回 １０月２２日（土）・
　　　２３日（日） ＫＶＡ祭同時開催

第９回 １１月２０日（日）
　１０：３０～

第 10
回

２月２６日（日）
　１０：３０～

第 11
回

３月２５日（日）
　１０：３０～

学校法人東京家政学院
〒102-��41
東京都千代田区三番町22 番地

（代表電話番号）0�-�2�2-22�1 
URL  http://www.kasei-gakuin.ac.jp/houjin/

東京家政学院学校
法人

Knowledge

Virtue

Art

知識を高める
徳性を養う
技術を磨く

東京家政学院中学・高等学校
２０１２年度入試（２０１１年度実施）校内説明会日程
No.

中学 高校

キャンパスツアー 説明会 キャンパスツアー 説明会

1 4 月 16 日 6 月 26 日 体験教室（Ⅰ） 5 月 7 日 8 月 27 日 ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙ

2 4 月 30 日 9 月 4 日 体験教室（Ⅱ） 6 月 25 日 10 月 12 日 授業公開

3 5 月 14 日 9 月 22 日 夜の説明会（Ⅰ） 7 月 23 日 10 月 29 日 学校説明会

4 5 月 28 日 10 月 12 日 授業公開 9 月 10 日 11 月 26 日 入試問題対策

5 6 月 11 日 11 月 5 日 ｵｰﾌﾟﾝｽｸｰﾙ 9 月 24 日 12 月 1 日から
1 月 28 日まで

入試直前
個別相談期間6 7 月 2 日 11 月 22 日 夜の説明会（Ⅱ） 11 月 12 日

7 9 月 17 日 12 月 3 日 過去問題対策

8 11 月 19 日 1 月 14 日 入試直前対策

9 1 月 28 日 12 月１日から
1 月 28 日まで

入試直前対策
個別相談期間

注記　各行事は事情により変更される場合があります。最新情報は本校 HP でご確認ください。

平成 23年度　東京家政学院中学・高等学校共通イベント
学校行事

文化祭 10 月１、２日

体育祭 9 月 7 日

合唱祭 1 月 19 日
※受験希望者・保護者の皆様は予約なしで自由に参加できます。

○お問い合わせ先
東京家政学院中学・高等学校
事務室
TEL　03-3262-2559（入試専用）
　　		 03-3262-2223
http://www.kasei-gakuin.ac.jp/chuko/

東 京 家 政 学 院 創 立 �0 周 年
記 念 募 金 に つ い て

　東京家政学院創立９０周年記念募金の趣旨にご賛同戴き、平
成22年７月末より多数の皆様方からご寄付を頂いております。
既にご寄付を賜りました皆様には、ここに重ねてお礼申し上げ
ます。
　引き続き皆様方のご協力、ご支援をよろしくお願いいたします。

【東京家政学院創立 90 周年記念募金入金状況】
（平成 23年	3 月	10 日現在）

[ 寄付者数 ] 〔寄付金額〕
個人： 1,203	名 34,146,120	円
企業、団体： 7	件（含申込） 4,210,000	円

＜お問合せ先＞
	学校法人　東京家政学院
	募金事務局　TEL：03-3262-2242
　　　　　　　E-mail	：	bokin@kasei-gakuin.ac.jp

新しくなった千代田三番町キャンパス
１号館エントランス

おしらせ
	　大江文庫資料
紹介は今回お休
みさせていただ
きます。

東北地方太平洋沖地震について
　3月 11 日に発生した	東北地方太平洋沖地震により
被災された方々に心からお見舞いを申し上げます。

学校法人東京家政学院

・学校法人	東京家政学院 事務局経理課 TEL	03-3262-2846	

・東 京 家 政 学 院 大 学 事務局総務課 TEL	042-782-9810	

・筑 波 学 院 大 学 事務局総務課 TEL	029-858-4812	

・東京家政学院高等学校 中 高 事 務 室 TEL	03-3262-2256	

・東京家政学院中学校 　 同 　 上 　
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新
入
生
の
皆
様
へ

四
月
、
さ
わ
や
か
な
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
春
は
皆
さ
ん
の
門
出
を
お

祝
い
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

中
学
校
、
高
等
学
校
の
新
入
生
の
皆
さ

ん
、
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

年
度
か
ら
は
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
大
学
生

も
や
っ
て
来
ま
す
。
き
っ
と
、
活
気
の
あ

る
、
に
ぎ
や
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
に
な
っ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
大
学
の
新
し
い
施

設
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
充

実
し
た
学
校
生
活
が
送
れ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
期
待
し
て
く
だ
さ
い
。

創
立
者
大
江
ス
ミ
先
生
は
「
家
政
学
」
を
研
究
さ

れ
た
先
生
で
す
。
そ
の
先
生
が
自
分
の
理
想
と
す
る

教
育
を
実
践
さ
れ
る
た
め
に
創
立
さ
れ
た
の
が
本
校

で
す
。

知
識
、
学
問
の
深
い
人
、
品
性
の
高
い
人
、
諸
技

能
を
身
に
つ
け
た
人
、
そ
の
よ
う
な
女
性
に
育
て
た

い
と
考
え
、
三
つ
の
教
育
目
標
を
本
校
の
建
学
の
精

神
と
し
ま
し
た
。
東
京
家
政
学
院
高
等
学
校
か
ら
は

こ
の
春
の
卒
業
生
で
、
戦
後
、
一
万
五
千
名
以
上
の

卒
業
生
が
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
本
校
は
卒
業
生

と
在
校
生
が
一
緒
に
校
風
を
守
っ
て
い
る
学
校
で
も

あ
り
ま
す
。

ま
た
中
学
・
高
等
学
校
の
今
年
度
か
ら
の
ク
ラ
ス

編
成
は
大
き
く
変
革
さ
れ
ま
し
た
。
全
学
年
に
特
別

進
学
ク
ラ
ス
と
総
合
進
学
ク
ラ
ス
の
二
つ
の
コ
ー
ス

制
で
の
編
成
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
コ
ー
ス
制

に
変
え
た
目
的
は
、
生
徒
全
員
が
希
望
す
る
進
路
先

へ
進
学
で
き
る
よ
う
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
夢
を
叶
え

て
あ
げ
た
い
、
未
来
へ
の
夢
の
実
現
を
応
援
し
た
い

と
強
く
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
は
大
江
ス
ミ

先
生
が
教
育
目
標
と
し
て
掲
げ
た
、
知
識
、
学
問
の

深
い
女
性
に
な
っ
て
、
将
来
は
自
立
し
て
欲
し
い
と

い
う
願
い
も
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
委
員
会
活
動
で
は
自
主
性
、
責
任
感
を
、

ク
ラ
ブ
活
動
で
は
、
自
分
を
高
め
よ
う
と
す
る
心
と

身
体
を
鍛
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
中
高
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
の
活
躍
ぶ
り
は
目

を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
特
に
運
動
系
ク
ラ
ブ

の
頑
張
り
は
め
ざ
ま
し
く
、
高
校
ソ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー

部
、
中
高
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
な
ど
は
、
昨
年
度
も
優
秀
な
成
績
を

収
め
ま
し
た
。
特
に
中
高
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
都

大
会
レ
ベ
ル
の
大
会
で
優
勝
を
果
た
す
な
ど
、
東
京

都
の
ア
ス
リ
ー
ト
推
進
校
に
推
薦
さ
れ
、
都
内
で
も

数
校
に
絞
ら
れ
る
ほ
ど
の
実
力
校
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
部
員
数
の
多
い
中
高
の
バ
ト
ン
ト
ワ
リ

ン
グ
部
も
様
々
な
学
校
行
事
に
参
加
し
て
い
ま
す

し
、
剣
道
、
卓
球
部
な
ど
も
元
気
に
活
動
し
て
い
ま

す
。文

化
系
ク
ラ
ブ
で
も
中
高
の
吹
奏
楽
部
は
全
国
大

会
に
参
加
し
た
り
、
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
た
り
、

大
活
躍
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
優
秀
な
賞
を

頂
い
た
、
文
芸
部
や
美
術
部
な
ど
も
日
頃
か
ら
よ
く

頑
張
っ
て
お
り
、
そ
の
他
の
ク
ラ
ブ
も
生
き
生
き
と

活
動
し
て
い
ま
す
。
新
入
生
の
皆
さ
ん
も
、
是
非
、

勉
強
と
同
時
に
ク
ラ
ブ
活
動
に
お
い
て
も
、
楽
し
く

充
実
し
た
学
校
生
活
が
過
ご
せ
る
よ
う
努
力
し
て
下

さ
い
。

改
め
て
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
し
い

制
服
の
着
心
地
は
ど
う
で
し
た
か
。
新
し
い
制
服
を

着
る
と
、
心
ま
で
新
し
く
変
わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
こ
の
新
し
い
気
持
ち
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い

で
い
て
く
だ
さ
い
。

ご
父
母
の
皆
様
に
は
、
お
子
様
の
ご
入
学
を
心
よ

り
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
在
校
生
そ
し
て
教
職
員

一
同
、
皆
さ
ん
の
入
学
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
し

た
。
本
校
は
「
ご
き
げ
ん
よ
う
」
の
挨
拶
で
始
ま
り

ま
す
。
私
も
こ
の
「
ご
き
げ
ん
よ
う
」
と
い
う
言
葉

で
み
な
さ
ま
を
お
迎
え
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
日
も
早
く
、
学
校
生
活
に
慣
れ
て
下
さ
い
。
入

学
に
あ
た
っ
て
、
み
な
さ
ん
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

期
待
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〒102-8341
東京都千代田区三番町 22 番地
TEL.03-3262-2255（中学）
TEL.03-3262-2256（高校）
URL   http://www.kasei-gakuin.ac.jp/

chuko/
E-mail: koho@chuko.kasei-gakuin.

ac.jp

校
長

吉
田　

義
昭

中 学 生 徒 会 長 挨 拶

　ごきげんよう。この度、中学生徒会長になりました鈴木

あゆみです。私は昨年から副会長をやらせて頂いていまし

た。生徒会の仕事をさせてもらって全ての仕事がやりがい

のある仕事ばかりで、もう一年、会長として家政学院を引っ

張っていきたいと思い、会長に立候補しました。会長に決

まって最初に思ったのは、｢しっかりしなければ｣ という

ことです。私は中１の時からあまり体が強くなかったので、

周りの方々に迷惑をかけてきました。それに精神的にも弱

い部分があるので、そこの部分を直さないとしっかりした

会長になれないと思いました。３月から新年度に向けての

仕事が始まるので、てきぱきとこなしていきたいです。

　会長になったからには、家政学院を笑顔でいっぱいにし

たいですし、のびのびと生活してもらえるよう、精一杯頑

張ります。ぜひ、今年の生徒会に期待して下さい！

平
成
二
十
三
年
度
生
徒
会

役
員
決
定

中
学
生
徒
会
長

鈴
木　

あ
ゆ
み
さ
ん

中
学
副
生
徒
会
長　

刑
部　

香
月
さ
ん

※
高
校
の
生
徒
会
長
は
４
月
に
決
定
し
ま
す
。

中
学
如
月
祭

２
月
18
日
、
四
時
間
目
に
中
学
役
員
選
挙
、
五
・
六

時
間
目
に
如
月
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
役
員
選
挙
で

は
、
会
長
候
補
、
副
会
長
候
補
そ
れ
ぞ
れ
が
演
説
を

行
い
ま
し
た
。
少
し
緊
張
気
味
で
し
た
が
、
心
強
い

応
援
演
説
も
あ
り
、
今
後
の
生
徒
会
で
活
動
や
学
校

の
た
め
に
す
る
べ
き
こ
と
な
ど
、
ど
の
候
補
者
も
具

体
的
な
考
え
方
を
し
っ
か
り
述
べ
て
い
ま
し
た
。
生

徒
会
長
に
中
二
Ｃ
鈴
木
あ
ゆ
み
さ
ん
、
副
会
長
に
中

一
Ｂ
刑
部
香
月
さ
ん
が
当
選
し
ま
し
た
。
後
半
の
如

月
祭
は
レ
シ
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
や
音
楽
部
、

Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｓ
部
、
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
の
演
技
や
吹

奏
楽
部
の
演
奏
で
盛
り
上
が
り
、
最
後
は
次
期
委
員

長
か
ら
委
員
長
へ
花
束
贈
呈
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で
締
め

く
く
り
ま
し
た
。
ま
た
、
体
育
優
良
賞
中
三
Ａ
大
山

優
奈
さ
ん
、
吹
奏
楽
理
事
長
賞
中
三
Ａ
間
ヶ
部
佳
奈

子
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
新
感
覚
ゲ
ー
ム　

ク
エ

ス
タ
」
に
、
本
校
の
卒
業
生
・
市
野
智
絵

さ
ん
が
出
演
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
新
感
覚
ゲ
ー
ム　

ク
エ
ス
タ
」
の

２
月
17
日
の
放
送
で
、
本
校
の
卒
業
生
・
市
野
智
絵

さ
ん
が
出
演
し
ま
し
た
。
市
野
さ
ん
は
、
本
校
の
校

章
を
モ
チ
ー
フ
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
、

カ
セ
リ
ー
ヌ
ち
ゃ
ん
の
生
み
の
親
で
も
あ
り
ま
す
。

今
戸
神
社
で
神
主
と
し
て
働
く
市
野
さ
ん
の
も
う

ひ
と
つ
の
顔
は
何
？
と
い
う
出
題
で
、ヒ
ン
ト
は「
独

学
や
習
う
こ
と
が
必
須
」「
主
な
仕
事
相
手
は
出
版

社
」
で
、正
解
は
「
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
」
で
し
た
。

市
野
さ
ん
は
神
主
と
し
て
働
き
な
が
ら
、
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

作
品
と
し
て
絵
馬
や
本
校
の
カ
セ
リ
ー
ヌ
ち
ゃ
ん

の
グ
ッ
ズ
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
卒
業
式

３
月
３
日
（
木
）、
高
校
の
卒
業
式
が
千
代
田
三

番
町
校
舎
に
新
し
く
で
き
た
ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
卒
業
証
書
も
一
人
ず
つ
手
渡

さ
れ
、
１
１
８
名
が
卒
業
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
家

政
学
院
に
最
も
貢
献
し
た
生
徒
に
贈
ら
れ
る
大
江
賞

は
高
三
Ｂ
の
森
井
千
菜
弥
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

卒
業
式
の
送
辞
は
高
二
Ｄ
の
鎌
田
綾
音
さ
ん
、
答

辞
は
高
三
Ａ
の
大
西
恵
さ
ん
が
述
べ
ま
し
た
。

如月祭

役員選挙

東京家政学院中学校・高等学校
TOKYO　KASEIGAKUIN　JUNIOR　＆　SENIOR　HIGH　SCHOOL

東京家政学院のカセリーヌ
グッズの一部

２０１２年度　東京家政学院中学校　募集要項
試験日

２月１日（水） ２月２日（木） ２月５日（日） ２月９日（木）

午前 午後 午後 午前 午前

募集人員 ４０名 ５０名 ２０名 １５名 ５名

集合時間 8:30 15:00 15:00 8:30 8:30

終了時間 ２科　10:30
４科　11:30

２科　17:00 ２科　17:00 ２科　10:30
４科　11:30

２科　10:30
４科　11:30

試験科目 午前入試　２科（国語・算数）、４科（国語・算数・社会・理科）選択
午後入試　２科（国語・算数）

時間・配点 ２科：国語・算数（各 45 分、各 100 点）
４科：国語・算数（各 45 分、各 100 点）　社会・理科（計 50 分、各 50 点）

出願受付 窓口：１月 20 日（金）～入試当日（日曜日を除く）　月～土　９：００～１６：００
郵送：１月２０日（金）～１月２６日（木）消印有効

検定料 20,000 円（複数回受験可　※チャレンジ入試を含む）

２０１２年度　東京家政学院高等学校　募集要項

試験日 募集人員

推薦入試 2012 年１月 22 日 ４０名

一般入試 ２月 10 日 ４０名

卒業証書は一人ひとり手渡されました

答辞
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社
会
に
出
て
、
早
く
も
23
年
。
現
在
は
ミ

サ
ワ
ホ
ー
ム
イ
ン
グ
㈱
に
て
リ
フ
ォ
ー
ム
の

仕
事
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

子
供
の
頃
、
イ
ン
テ
リ
ア
や
建
築
が
と
に

か
く
好
き
で
、
母
の
雑
誌
に
た
ま
に
掲
載
さ

れ
る
、
建
築
実
例
の
記
事
を
、
食
い
入
る
よ

う
に
見
て
い
ま
し
た
。
高
校
で
将
来
の
進
路

を
考
え
る
際
に
、住
居
学
科
の
存
在
を
知
り
、

迷
わ
ず
選
択
を
し
ま
し
た
。

大
学
で
の
４
年
間
は
自
由
で
有
意
義
な
時

間
で
し
た
。設
計
事
務
所
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
、

徹
夜
で
製
作
し
た
課
題
、
先
生
・
友
人
と
の

会
話
、初
の
海
外
旅
行
な
ど
、寛
容
に
見
守
っ

て
く
れ
た
両
親
に
は
本
当
に
感
謝
を
し
て
い

ま
す
。

就
職
活
動
で
は
、
故
中
原
暢
子
先
生
の
御

紹
介
で
面
接
を
受
け
、
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
㈱
に

決
ま
り
ま
し
た
。
住
宅
メ
ー
カ
ー
の
中
で
も

ア
イ
デ
ア
・
デ
ザ
イ
ン
の
す
ば
ら
し
い
と
こ

ろ
に
惹
か
れ
ま
し
た
。

現
在
、
主
人
・
娘
と
３
人
で
暮
ら
し
な
が

ら
、
会
社
で
は
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
を
任

さ
れ
て
お
り
、
公
私
共
に
充
実
し
た
日
々
を

過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

国
の
住
宅
政
策
は
建
て
て
は
壊
す
と
い

う
流
れ
か
ら
、
ス
ト
ッ
ク
住
宅
の
活
用
・
流

通
と
い
う
流
れ
が
強
く
、
こ
こ
10
年
で
も
リ

フ
ォ
ー
ム
に
対
す
る
社
会
情
勢
や
人
々
の
認

識
が
大
き
く
変
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

日
々
リ
フ
ォ
ー
ム
の
仕
事
を
す
る
中
で
、

構
造
的
、
法
律
的
な
制
約
の
中
で
施
主
の
希

望
を
叶
え
た
プ
ラ
ン
を
作
っ
た
り
、
雨
漏
り

な
ど
、
そ
の
住
宅
の
抱
え
る
問
題
点
を
解
決

す
る
ベ
ス
ト
な
方
法
を
見
つ
け
出
し
た
り
、

お
客
様
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
見
越
し

た
上
で
の
資
金
的
な
ご
提
案
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
り
・
・
・
毎
日
が
勉
強
、
勉
強
で
す
。

今
後
は
い
っ
そ
う
専
門
知
識
を
学
び
、
人

間
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
、

仕
事
を
通
し
て
多
く
の
人
を
幸
せ
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
絶
対

に
私
に
は
そ
れ
が
で
き
る
！
と
信
じ
て
日
々

が
ん
ば
っ
て
お
り
ま
す
。

リ
フ
ォ
ー
ム
と
い
う
仕
事
の
最
前
線
で

東
京
家
政
学
院
大
学　

住
居
学
科
卒
業

野
村
薫
（
旧
姓
吉
田
）

統
合
失
調
症
や
う
つ
病
、
依
存
症
、
自
殺

問
題
な
ど
、
心
の
健
康
に
つ
い
て
の
関
心
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。医
療
や
福
祉
の
現
場
で
、

精
神
保
健
福
祉
士
と
い
う
国
家
資
格
が
出
来

て
13
年
、
多
く
の
精
神
保
健
の
現
場
で
、
こ

の
新
し
い
職
種
が
、
医
師
、
看
護
師
、
地
域

施
設
の
指
導
員
そ
の
他
の
専
門
家
た
ち
と
協

働
し
て
、
精
神
障
害
者
の
医
療
、
社
会
復
帰
、

地
域
生
活
支
援
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

本
学
の
人
間
福
祉
学
科
の
中
に
精
神
保
健

福
祉
士
の
課
程
を
開
設
し
て
７
年
に
な
り
、

こ
の
春
３
期
目
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
ま
し

た
。精

神
保
健
福
祉
研
究
室
は
、
常
に
精
神
障

害
者
た
ち
が
集
う
現
場
と
の
き
ず
な
を
大
切

に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
毎
年
の
Ｋ
Ｖ
Ａ
祭

で
は
、
中
庭
の
模
擬
店
に
食
品
を
扱
う
地
域

支
援
施
設
を
多
数
お
呼
び
し
て
そ
の
販
売
に

協
力
し
た
り
（
写
真
１
）、
ゼ
ミ
で
は
病
気

の
当
事
者
た
ち
と
の
交
流
（
写
真
２
）
や
、

精
神
科
病
院
、
地
域
支
援
拠
点
の
見
学
を
実

施
し
た
り
と
、
直
接
の
体
験
に
よ
る
学
び
を

重
視
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
準
備
の
上
に
、

４
年
次
の
病
院
・
地
域
、
そ
れ
ぞ
れ
12
日
、

計
24
日
間
の
現
場
実
習
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

後
の
卒
業
研
究
、
国
家
試
験
対
策
ま
で
、
こ

の
課
程
を
選
択
し
た
学
生
た
ち
は
、
３
年
後

期
か
ら
卒
業
ま
で
の
１
年
半
、
ゼ
ミ
仲
間
や

教
員
と
共
に
き
わ
め
て
密
度
の
濃
い
時
間
を

過
ご
し
ま
す
。　
　

そ
の
甲
斐
が
あ
っ
て
か
、
昨
年
、
今
年
と
、

現
場
の
実
習
指
導
者
た
ち
と
の
良
い
出
会
い

も
機
縁
と
な
っ
て
、
卒
業
生
た
ち
が
続
々
と

精
神
科
医
療
機
関
や
地
域
支
援
施
設
に
就
職

し
て
い
ま
す
。
数
年
後
に
は
現
場
に
就
労
し

た
卒
業
生
た
ち
の
一
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で

き
る
の
で
は
と
の
幻
想
を
抱
い
て
い
ま
す
。

な
お
、
国
家
試
験
の
結
果
は
、
初
年
度
が

全
国
平
均
、
２
年
目
の
昨
年
は
10
名
中
９
名

合
格
の
快
挙
で
し
た
が
、
今
年
は
12
名
受
験

し
て
5
名
と
い
う
厳
し
い
結
果
に
な
り
ま
し

た
。

　

東
京
家
政
学
院
大
学精

神
保
健
福
祉
研
究
室

（
中
島 

直
行
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

野
村
薫
（
の
む
ら
か
お
る
）

（
旧
姓		

吉
田
）

東
京
家
政
学
院
大
学
住
居
学
科
卒
業

（
昭
和
63
年
度
）

現
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
イ
ン
グ
㈱

杉
並
北
営
業
部
部
長
二
級
建
築
士

http://w
w
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写真１：KVA 祭風景
（2010.11.1�）

写真２：「かわせみの家」で
一緒に作ったクッキーで交
流のひと時（2010.12.1�）


